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   An 8-year-old boy with infected urachal cyst presenting with macroscopic hematuria, pain on 
urination and high fever attack is reported. He had recurrent episodes of cystitis. At admission, a 
quail-egg sized solid tumor was palpated in the midline of his lower abdomen. The urine was 
infected. Ultrasonographic examination revealed an oval tumor 2 x  2.7  cm in diameter at the dome 
of the bladder with a thin funicular structure running toward the umbilicus. Cystoscopy revealed 
a round tumor covered with hyperemic epithelia. Transurethral biopsy revealed no malignant le-
sions of the epithelia. Partial cystectomy with excision of the funicular urachal ligament was per-
formed. The pathological findings were consistent with persistent urachus with chronic inflam-
mation. We reviewed 210 cases of infected urachal cysts reported in the Japanese literature. 
                                                  (Acta Urol. Jpn, 37: 183-185, 1991)










主訴 ・肉眼的血尿,排 尿痛,発 熱
既往歴:気 管支喘息.生 下時異常を認めず.
家族歴=特 記事項なし
現病歴:1988年12月 下旬,肉 眼的血尿 ・排尿痛を主
訴に近医受診し膀胱炎と診断され抗生剤投与を受け軽




月6日 腹部超音波検査 ・CTの 結果より膀胱腫瘍を疑
われ当科紹介入院となった.
入院時現症:体 温36.8。C,体 格中等度,栄 養良好,





を認めなかったが,尿 所見にて蛋 白(+),赤 血球15













組 織 学fi勺所 見(Fig.2):摘 出 腫 瘤 内 の 小 】控はGob-
letceHを 伴 な った 円柱 上 皮 に 覆 わ れ,そ の 周 囲 は慢
性 炎 症 像 が強 く リンパ濾 胞 も認 め られ た.悪 性 所 見は

































尿膜 管疾 患 は 比 較 的稀 と され て い た が,近 年 そ の報
告 例 は増 加 傾 向を 示 して い る.こ れ は 尿膜 管 疾 患 の 認
識 が 向 上 した こ とに 加x,CTお よび超 音 波 検 査 とい
った画 像 診 断 の普 及 に よ る と こ ろが 大 き い と 思 わ れ
る.尿 膜 管 疾 患 は,そ の 分類 に様hな 試 み が 行 わ れ て
い る.Blichert-Toftら は,そ の形 態 学 的 分類 と して
A) ongenitalpatenturachusB)umbilicalura-
chalsinusC)vesicourachaldiverticulumD)ura-
chatcystE)alternatingsinusと分 類 して い る1).
感 染 性 尿 膜 管嚢 腫 は,D)に 何 らか の原 因 で細 菌 感染
が 加 わ った もの と考 え られ,そ の 感 染 経 路 は膀 胱 か ら
の上 行 性 感 染 や腹 部 手術 創 か らの 感 染 が 考 え られ る2)・
本 症 例 で は,造 影 検 査 にて 下 部 尿 路 に 異 常 を認 め てい
なか った が,嚢 胞 腔 に何 らか の 誘 因 で 感 染 が 生 じ膀 胱
炎 症 状 が 生 じた もの と推 測 され る.本 疾 患 の診 断方 法
と して 山 口 ら3),尾 関 らの は 腹 部 超 音 波 検 査 の有 用 性
を 報 告 して い る.本 症 例 で も超 音 波 検査 に て膳 方 向へ
伸び る索 状 物 お よび 膀 胱 内 腔 に 突 出す る 腫 瘤 を 認 め
た.ま た 臨 床経 過 に お いて も嚢 腫 が徐 々に縮 小す るの
が 確 認 で き大 変 有用 で あ った.尿 膜 管 嚢 腫 の本 邦 報 告
例 は 小 谷 らが151例 を報 告 して い る.そ の 後 の報 告 例
も加 え る とわ れ われ が 調べ えた 限 り自験 例 は210例 目
で あ った.そ の 男 女 別 年 齢 分 布をTable1に 示 す.
男 女 比 は5=4で や や 男 性 に 多 い もの の,Begg5)ら
やDudgeons)ら が 報 告 して い る21ほ ど男女 差は
認 め られ なか った.年 齢 分 布 では,全 年 齢 層 に認 め ら





















































Table2.尿 膜 管嚢 腫 の 主 症状
15歳 未満is歳 以上
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